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• 内側の小さな惑星(SP)が外側の大きな惑星(OG)からどのような影響を受けているのかを，観測結
果から推定しようとした論文。 

• Kepler Giant Planet Search (KGPS) の観測結果を用いている。KGPSは，ケプラーで発見された
内側の小さな惑星について，外側にある大きな惑星をドップラー法で探査しているプロジェクト。 

• OGがある惑星系では，公転軌道の間隔が等間隔からずれている傾向がある。 

• SPの質量配分については，OGの影響は特に見られなかった。



Gap complexity（0以上1以下) 
軌道間隔が等間隔からずれてい
ることを示す指標。値が大きい
ほど，等間隔からずれている。

SP：Small Planets 地球質量の50倍以下

OG：Outer Giants 地球質量の50倍以上， 
木星質量の13倍以下

SC：Stellar Companions 恒星

OGがある惑星は Gap complexity が
大きい傾向にある。



Gap complexity に対する累積相対度数分布

Keplerで発見された全分布と 
今回の全分布の比較 OGがあるものと無いものとの比較

2つの分布がほぼ同じなので，今回選んだ
サンプルにバイアスは無いだろう。

赤と青の分布がだいぶ異なるので，
OGの影響はあるだろう。



質量配分を示すパラメータ（3種類） 
に対する累積相対度数分布

質量配分については，OGのあるなしには関係が見られない。

Mass partitioning: Q Mass dispersion: σ2
M Mass monotonicity:ℳ



• JWSTで，原始星（Class I：TMC1A）にジェットを発見したという論文。 

• [FeII]（1.644μm）とH2（2.12μm）の輝線で，100 au スケール程度の
コリメートした空間構造が得られた。 

• 加えて，水素原子のパッシェン系列などから，ジェットを示唆する輝線の速
度構造が得られた。



JWSTのNIRSpecという装置で得たスペクトルの全体像

Class I protostar TMC1A のこれまでの観測 
・質量　～0.45  

・距離　140 pc （おうし座分子雲の中） 
・大スケールの双極分子流　～6000 au 
・円盤風が12CO(J=2-1)で観測されている(ALMA) 
・最も早いガスの運動が12CO(4.6μm)で　～ 75km/s と観測されている。 
・ジェットは，SiOやH2Oのラインでは観測されていない。

M⊙

今回それが[FeII]などで観測された。

他の観測で得られていた
スペクトルとの合体

輝線を見るために規格化したスペクトル

円盤風と降着流の両方を見ているのではないか

[Fe II]?



各スペクトル強度の2次元マップ 観測結果から想像される描像



• Cometary globule のL328, L323, L331 の磁場の構造を，背景星から得
られるRバンドの偏光観測から得たという論文。 

• 磁場は，おおよそ，分子雲の彗星状の細長い形の方向に沿っている。 

• （磁場の強さの情報がない？）



Cometary globule L328, L323, L331

L331

L323

L328

距離 ～ 220 pc 
大きさ ～ 15′ （～ 1 pc）

比較のため：Plankの赤外線から得た偏光 今回の観測で得た偏光

偏光度と星の距離



細かいランダムな構造もあるが，おおむね分子雲の
細長い構造に沿っている。



• 星形成初期の落下運動（infall motion）を示す分子雲の無バイアスサーベイ
観測の論文。 

• 2400 square degree の領域に，3533個の落下運動を示す分子雲を観
測。 

• それらの分子雲の多くは銀河系の渦状腕上に分布し，縦方向には～85 pc 
の厚みの thick disk の中に多く存在していた。



12COが光学的に厚く13COが光学的に薄い（Pair-1） 13COが光学的に厚くC18Oが光学的に薄く（Pair-2）

Pair-1（12CO-13COのPair）が3329個， 
Pair-2（13CO-C18OのPair）が204個

（Evans, Neal J., I. 1999, ARA&A, 37, 311）

赤：C18O，緑：13CO，青：12CO



温度

柱密度

Pair-1（12CO-13COのPair） Pair-2（13CO-C18OのPair）

相対度数分布

空間分布

円盤の縦方向


